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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モルタル組成物であって、
　ａ）１ｗｔ％～２０ｗｔ％の水硬性バインダと、
　ｂ）３０ｗｔ％～８０ｗｔ％の凝集体と、
　ｃ）１０ｗｔ％～７５ｗｔ％のポリマーと、
　ｄ）４ｗｔ％～４０ｗｔ％の層状材料と、
　ｅ）０．５ｗｔ％～４０ｗｔ％の多孔質フィラーと、
を含むか又はそれらのみからなる、モルタル組成物。
【請求項２】
粘弾性構造体を作製するために用いられる、請求項１に記載のモルタル組成物。
【請求項３】
　前記ポリマーが、水溶性ポリマー又は水再分散性ポリマーであることを特徴とする、請
求項１又は２に記載のモルタル組成物。
【請求項４】
　前記ポリマーが、酢酸ビニル、ビニルアルコール、アクリル酸、アクリレート、メタク
リル酸、メタクリレート及びエチレンから選択される１つ又は複数のモノマーをベースと
する、ホモポリマー又はコポリマーであることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一
項に記載のモルタル組成物。
【請求項５】
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　前記層状材料がクレイ及び／又はマイカから選択されることを特徴とする、請求項１～
４のいずれか一項に記載のモルタル組成物。
【請求項６】
　前記層状材料がバーミキュライトであることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一
項に記載のモルタル組成物。
【請求項７】
　前記多孔質フィラーが、火山岩を含むことを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項
に記載のモルタル組成物。
【請求項８】
　前記多孔質フィラーが、軽石及び／又はパーライトを含むことを特徴とする、請求項１
～６のいずれか一項に記載のモルタル組成物。
【請求項９】
　前記水硬性バインダが、アルミナセメントを含むことを特徴とする、請求項１～８のい
ずれか一項に記載のモルタル組成物。
【請求項１０】
　前記凝集体が、砂、石英及び／又はゴムから選択されることを特徴とする、請求項１～
９のいずれか一項に記載のモルタル組成物。
【請求項１１】
　ａ）アルミナセメントを含む、２ｗｔ％～１５ｗｔ％の水硬性バインダと、
　ｂ）砂及び／又は石英から選択される、４０ｗｔ％～７０ｗｔ％の凝集体と、
　ｃ）ポリアクリレート、ポリ（酢酸ビニル）、ポリ（ビニルアルコール）、エチレン－
酢酸ビニルコポリマー及びエチレン－ビニルアルコールコポリマー、又はそれらの混合物
から選択される、１５ｗｔ％～４０ｗｔ％のポリマーと、
　ｄ）クレイ及び／又はマイカから選択される、４ｗｔ％～１０ｗｔ％の層状材料と、を
含むか又はそれらのみからなる、請求項１～１０のいずれか一項に記載のモルタル組成物
。
【請求項１２】
　前記層状材料がバーミキュライトである、請求項１１に記載のモルタル組成物。
【請求項１３】
　前記多孔質フィラーを、１ｗｔ％～２５ｗｔ％含む、請求項１～１２のいずれか一項に
記載のモルタル組成物。
【請求項１４】
　前記多孔質フィラーを、２ｗｔ％～６ｗｔ％含む、請求項１～１２のいずれか一項に記
載のモルタル組成物。
【請求項１５】
　前記多孔質フィラーが、前記多孔質フィラーの総体積に対して、少なくとも２５ｖｏｌ
．－％の多孔度を有する、請求項１～１４のいずれか一項に記載のモルタル組成物。
【請求項１６】
　前記多孔質フィラーが、前記多孔質フィラーの総体積に対して、少なくとも５０ｖｏｌ
．－％の多孔度を有する、請求項１～１４のいずれか一項に記載のモルタル組成物。
【請求項１７】
　前記多孔質フィラーが、前記多孔質フィラーの総体積に対して、少なくとも７５ｖｏｌ
．－％の多孔度を有する、請求項１～１４のいずれか一項に記載のモルタル組成物。
【請求項１８】
　前記ポリマーを、２５ｗｔ％～３５ｗｔ％含む、請求項１～１７のいずれか一項に記載
のモルタル組成物。
【請求項１９】
　前記層状材料を、４ｗｔ％～１０ｗｔ％含む、請求項１～１８のいずれか一項に記載の
モルタル組成物。
【請求項２０】
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　前記層状材料を、５ｗｔ％～１０ｗｔ％含む、請求項１～１８のいずれか一項に記載の
モルタル組成物。
【請求項２１】
　水で硬化させた後の請求項１～２０のいずれか一項に記載のモルタル組成物を含む、成
形体。
【請求項２２】
　粘弾性体である、請求項２１に記載の成形体。
【請求項２３】
　平らな層である、請求項２１又は２２に記載の成形体。
【請求項２４】
　０．５ｍｍ～１０ｍｍの厚みを有する、請求項２３に記載の成形体。
【請求項２５】
　１ｍｍ～５ｍｍの厚みを有する、請求項２３に記載の成形体。
【請求項２６】
　０℃及び３００ＨｚにおけるＩＳＯ６７２１規格に準拠する損失係数ｔａｎ　δが、少
なくとも０．０５であることを特徴とする、請求項２１～２５のいずれか一項に記載の成
形体。
【請求項２７】
　０℃及び３００ＨｚにおけるＩＳＯ６７２１規格に準拠する損失係数ｔａｎ　δが、少
なくとも０．１であることを特徴とする、請求項２１～２５のいずれか一項に記載の成形
体。
【請求項２８】
　０℃及び３００ＨｚにおけるＩＳＯ６７２１規格に準拠する損失係数ｔａｎ　δが、少
なくとも０．１３であることを特徴とする、請求項２１～２５のいずれか一項に記載の成
形体。
【請求項２９】
　請求項２１～２８のいずれか一項に記載の成形体と、該成形体に取り付けられる支持要
素及び／又は被覆要素と、を含む、構造体。
【請求項３０】
　床、壁又は天井である、請求項２９に記載の構造体。
【請求項３１】
　前記成形体が、前記支持要素と前記被覆要素との間に配置され、前記支持要素が、金属
層であり、前記被覆要素が、平らな層として形成される、請求項２９又は３０に記載の構
造体。
【請求項３２】
　前記支持要素が、鋼及び／又はアルミニウム製の金属層であり、かつ、前記被覆要素が
モルタル層として形成される、請求項３１に記載の構造体。
【請求項３３】
　請求項２９～３２のいずれか一項に記載の構造体の製造方法であって、請求項１～２０
のいずれか一項に記載のモルタル組成物を水と混合して、支持構造体上に塗布し、被覆層
により被覆する、構造体の製造方法。
【請求項３４】
　音響減衰用の、請求項１～２０のいずれか一項に記載のモルタル組成物又は請求項２１
～２８のいずれか一項に記載の成形体の使用。
【請求項３５】
　船舶、沖合設備及び／又は建造物における、音響減衰用の、請求項３４に記載の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モルタル組成物、とりわけ、粘弾性体又は粘弾性構造体を作製するモルタル
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組成物に関する。本発明の別の課題は、水で硬化させた後のモルタル組成物を含む成形体
、及び該成形体を含む構造体、とりわけ、床、壁又は天井である。それに加え、本発明は
、該構造体を製造する方法、並びにモルタル組成物及び成形体の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建造物、船舶又は自動車において、構造部材、床、壁又は天井を介した望ましくない音
又は振動の伝搬は、困難な課題となっている。これはとりわけ、大きい平面領域を有する
、鋼を基礎とした構築物、例えば、船舶及び沖合設備等に当てはまる。
【０００３】
　結果として、床等の平面領域は、平滑かつ水平であることだけでなく、ノイズ及び振動
の抑制においても重要な役割を果たすことが期待される。船舶上では、ディーゼルエンジ
ン、ギアボックス及びプロペラのような、音及び振動といった種類のエネルギーを伝搬す
る、音及び振動の幾つかの主要発生源が存在する。音響工学及び振動工学の分野では、こ
れらの発生源から放出されるエネルギーは、
　振動：固体及び液体における動態的変動
　音：可聴周波数範囲（２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ）における空気圧の変化
の２通りに定義される。
【０００４】
　船上において、望ましくない音又はノイズの最も主要な伝搬は、船の構造体を通じて起
こる。エンジン、プロペラ、ギアボックス等はそれぞれ、構造体中を伝わるノイズとして
、共鳴板として作用する大きい平面領域、例えばデッキ及び防護壁等から空気中へと伝搬
するエネルギー波を作り出す。
【０００５】
　昇降口に沿って運ばれる音、並びに隔壁及び防護壁を通じて横方向に運ばれる音は、発
生源からの距離とともに大幅に低減するため、空気中を伝わるノイズは主要なものとは言
えない。
【０００６】
　振動及びノイズを低減させるために、振動領域又は振動面上に直接、粘弾性ダンピング
システムを塗布することができる。これらのシステムは、低周波ノイズの放射を低減させ
るとともに、振動を運動エネルギーから熱へと変換すると考えられる。
【０００７】
　幾つかの粘弾性ダンピングシステムが市販されている。高効率のシステムは、ダンピン
グすべき支持体表面（例えば、鋼又はアルミニウム製のデッキ表面）上に直接置かれる薄
型二成分ポリウレタン層と、ポリウレタン層の上部に据えられる抑制層（例えば、モルタ
ルをベースとした層又は鋼タイル）と、から構成されている。このシステム内では、ポリ
ウレタン層が、粘弾性ダンピング要素、及び金属表面と抑制層との間のプライマーとして
機能している。
【０００８】
　かかる粘弾性ダンピングシステムは重要なダンピング効果を有するものの、ポリウレタ
ン層が特定の用途に常に好適なわけではない。
【０００９】
　故に、上述の欠点を克服する代替的な音響減衰システムを開発する必要性が存在する。
【発明の概要】
【００１０】
　本発明の課題は、有利な音響減衰要素を提供することである。とりわけ、該音響減衰要
素は、５Ｈｚ～６００Ｈｚの周波数範囲のノイズを吸収するものとする。該音響減衰要素
は、海洋用途にとりわけ好適であるものとする。それに加え、該音響減衰要素は好ましく
は、イソシアネート及び腐食性化合物を含まないものとする。好ましくは、該音響減衰要
素は更に、異なる種類の材料、とりわけ、モルタル、コンクリート、並びに、例えば、鋼
、アルミニウム及び亜鉛等の金属に対する良好な接着性を有するものとする。なお、該音
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響減衰要素は、安全かつ容易に、製造及び使用ができるものとする。また、該音響減衰要
素は好ましくは、標準的な器具を用いて塗布可能であるとともに、セルフレベリング性を
有するものとする。
【００１１】
　驚くべきことに、これらの課題は、請求項１の特徴によって達成されることが見出され
た。したがって、本発明の核心は、とりわけ粘弾性構造体及び／又は音響減衰要素を作製
するためのモルタル組成物であって、
　ａ）１ｗｔ％～２０ｗｔ％の水硬性バインダ（binder：結合材）と、
　ｂ）３０ｗｔ％～８０ｗｔ％の凝集体と、
　ｃ）５ｗｔ％～７５ｗｔ％のポリマーと、
　ｄ）０．５ｗｔ％～４０ｗｔ％の層状材料と、
を含むか又はそれらのみからなる、モルタル組成物にある。
【００１２】
　かかるモルタル組成物は、例えば、海洋用途において、如何なるイソシアネートをベー
スとした材料又は腐食性化合物も必要とすることなく、５Ｈｚ～６００Ｈｚの周波数範囲
のノイズを吸収することを可能とする、有利な粘弾性構造体又は音響減衰要素を製造する
のに使用することができる。
【００１３】
　かかる要素又は構造体を製造することは実に容易かつ安全である。これは、とりわけ乾
燥状態におけるモルタル組成物を、適量の水と混合させるに過ぎないためである。モルタ
ル組成物を硬化させれば、粘弾性構造体又は音響減衰要素は使用可能な状態となる。さら
に、モルタル組成物自体を一成分混合物とすることができる。これは、使用者による個々
の成分の取り違え又は誤った投与といったリスクを排除すると考えられる。
【００１４】
　示され得るように、モルタル組成物又はモルタル組成物製の粘弾性構造体は、異なる種
類の材料、とりわけ、モルタル、コンクリート、並びに、例えば、鋼、アルミニウム及び
亜鉛等の金属に対する良好な接着性を特徴とする。したがって、本発明のモルタル組成物
製の粘弾性構造体又は音響減衰要素は、例えば既存の抑制層等の既存のダンピングシステ
ムの要素との高い適合性を示す。
【００１５】
　本発明の更なる態様は、更なる独立請求項の主題である。特に好ましい実施形態につい
て、本明細書及び従属請求項全体にわたって概説する。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本件では、「水硬性バインダ」という表現はとりわけ、水和物を生成する水和化学反応
により硬化される物質を表している。生成される水和物は水溶性でないことが好ましい。
とりわけ、水硬性バインダの水和化学反応は事実上、含水量と無関係に起こる。これは、
水硬性バインダが、例えば、水中又は高湿度条件下で水に曝された場合であっても硬化し
て、その強度を保持することを意味する。
【００１７】
　「層状材料」という用語はとりわけ、層状結晶構造を有する材料を表している。特に、
層状材料は板状材料である。板状材料はとりわけ、その厚みより大きい長さ及び幅を有す
る材料である。
【００１８】
　本発明の第１の態様は、とりわけ粘弾性構造体及び／又は音響減衰要素を作製するため
のモルタル組成物であって、
　ａ）１ｗｔ％～２０ｗｔ％の水硬性バインダと、
　ｂ）３０ｗｔ％～８０ｗｔ％の凝集体と、
　ｃ）５ｗｔ％～７５ｗｔ％のポリマーと、
　ｄ）０．５ｗｔ％～４０ｗｔ％の層状材料と、
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を含むか又はそれらのみからなる、モルタル組成物に関する。
【００１９】
　とりわけ、これらの量は全てモルタル組成物の総重量に対するものである。
【００２０】
　特に、モルタル組成物は乾燥モルタル組成物である。これは、モルタル組成物が事実上
水を含まないか、又は水の量が、モルタル組成物の総重量に対して、１ｗｔ％未満、とり
わけ０．５ｗｔ％未満、又は０．１ｗｔ％未満であることを意味する。ポリマーは、固体
状態で、特に粉末として存在することが好ましい。
【００２１】
　好ましい実施形態によれば、モルタル組成物は一成分混合物である。それは、全ての個
々の材料及び／又は物質が混ぜ合わされている（intermixed）ことを意味する。一成分組
成物はとりわけ、取扱いが容易であるとともに、使用者による個々の成分の取り違え又は
誤った投与といったリスクを排除するものである。
【００２２】
　しかしながら、原理上、二成分モルタル組成物又は更には多成分モルタル組成物を提供
することも可能である。第１の成分は例えば、水硬性バインダ、ポリマー及び層状材料を
含む第１のレセプタクル（receptacle）中に存在するものであってもよい。第２のレセプ
タクル中に存在する第２の成分は、凝集体を含むものであってもよい。他の配分も可能で
ある。二成分モルタル組成物又は多成分モルタル組成物とすることにより、例えば、特定
の用途に対してモルタル組成物を適応させることができる。
【００２３】
　好ましくは、水硬性バインダはセメントを含むか又はそれのみからなる。好ましくは、
セメントは、ポルトランドセメント及び／又はアルミナセメント及び／又はスルホアルミ
ネートセメントである。ポルトランドセメントとアルミニウムセメント（aluminum cemen
t）との混合物も可能である。好ましいポルトランドセメントは、規格ＥＮ　１９７に準
拠するもの、とりわけＣＥＭ　Ｉ型のものである。「アルミナセメント」という用語はと
りわけ、Ａｌ２Ｏ３として測定されるアルミニウム含有量が少なくとも３０ｗｔ％、特に
少なくとも３５ｗｔ％、とりわけ３５ｗｔ％～５８ｗｔ％のセメントを表している。好ま
しくは、アルミナセメントはＥＮ　１４６４７規格に準拠するアルミナセメントである。
【００２４】
　アルミナセメントは本件において特に有利であることが証明されている。
【００２５】
　それに加え、水硬性バインダは任意に、潜在水硬性バインダ材料及び／又はポゾランバ
インダ材料を含むか又はそれらのみからなっていてもよい。「潜在水硬性バインダ材料及
び／又はポゾランバインダ材料」という用語はとりわけ、ＥＮ２０６－１に準拠する、潜
在水硬性特徴及び／又はポゾラン特徴を有するＩＩ型コンクリート添加剤を表している。
とりわけ、潜在水硬性バインダ材料又はポゾランバインダ材料は、スラグ、フライアッシ
ュ、シリカフューム、メタカオリン及び／又は天然ポゾランを含むか又はそれらのみから
なる。
【００２６】
　更に好ましい実施形態によれば、水硬性バインダは、１０ｗｔ％～９５ｗｔ％の水硬性
バインダ、とりわけ、ポルトランドセメント及び／又はアルミナセメント、並びに９０ｗ
ｔ％～５ｗｔ％の潜在水硬性バインダ材料及び／又はポゾランバインダ材料を含むか又は
それらのみからなる。より好ましくは、バインダ組成物が、３０ｗｔ％～９０ｗｔ％の水
硬性バインダ、並びに７０ｗｔ％～１０ｗｔ％の潜在水硬性バインダ材料及び／又はポゾ
ランバインダ材料を含むか又はそれらのみからなる。
【００２７】
　水硬性バインダの好ましい量は、モルタル組成物の総重量に対して、２ｗｔ％～１５ｗ
ｔ％、とりわけ３ｗｔ％～１０ｗｔ％、特に３ｗｔ％～６ｗｔ％である。
【００２８】
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　好ましい凝集体は、砂、石英、炭酸カルシウム、天然の川砂、玄武岩、金属性凝集体、
及び／又はゴムから選択される。凝集体の粒径は、好ましくは最大４ｍｍ、とりわけ最大
２ｍｍ、特に最大１ｍｍである。しかしながら、特定の目的のために他の凝集体を使用し
てもよい。
【００２９】
　とりわけ、凝集体の量は、モルタル組成物の総重量に対して、４０ｗｔ％～７０ｗｔ％
、とりわけ４５ｗｔ％～６５ｗｔ％、特に５０ｗｔ％～６０ｗｔ％である。
【００３０】
　好ましくは、ポリマーは、水溶性ポリマー又は水再分散性ポリマー、とりわけ水溶性ポ
リマーである。かかるポリマーは、本モルタル組成物において有益であることが証明され
ている。しかしながら、例えば特定の目的には、他のポリマーが好適な場合もある。
【００３１】
　特に、ポリマーは、モルタル組成物及び／又はモルタル組成物製の成形体の音響特性及
び／又は音響減衰、例えば音響温度範囲（acoustic temperature range）を制御するのに
使用される。とりわけ、ポリマーは、－４０℃～１１０℃、とりわけ０℃～９０℃、特に
１５℃～４０℃のガラス転移温度を有する。かかるポリマーは更に、硬化させたモルタル
組成物の粘弾性を改善する。
【００３２】
　とりわけ、ポリマーのガラス転移温度は、モルタル組成物及び／又はモルタル組成物製
の成形体の音響特性及び／又は音響減衰、例えば音響温度範囲を制御するのに使用される
。
【００３３】
　特に、ポリマーは、酢酸ビニル、ビニルアルコール、アクリル酸、アクリレート、メタ
クリル酸、メタクリレート及びエチレンからなる群より選択される１つ若しくは複数のモ
ノマーをベースとする、ホモポリマー又はコポリマーである。
【００３４】
　ポリマーは、ポリビニルエステル、ポリビニルアルコール、ポリアクリレート、ポリメ
タクリレート、アクリル酸ブチル、バーサチック酸ビニル及びそれらの混合物から選択さ
れることが好ましい。特にポリマーは、ポリアクリレート、ポリ（酢酸ビニル）、ポリ（
ビニルアルコール）、エチレン－酢酸ビニルコポリマー、エチレン－ビニルアルコールコ
ポリマー又はそれらの混合物から選択される。
【００３５】
　しかしながら、他の水溶性ポリマーが好適な場合もある。
【００３６】
　ポリマーの好ましい量は、モルタル組成物の総重量に対して、１０ｗｔ％～５０ｗｔ％
、とりわけ１５ｗｔ％～４０ｗｔ％、特に２５ｗｔ％～３５ｗｔ％である。
【００３７】
　好ましい実施形態によれば、層状材料は層状の鉱物である。好ましくは、層状材料はク
レイ及び／又はマイカから選択される。本発明内において、「クレイ」はとりわけ、フィ
ロケイ酸塩及び／又は層状ケイ酸塩を表している。特に好ましくは、層状材料がバーミキ
ュライトを含むか又はそれのみからなる。
【００３８】
　とりわけ、層状材料の粒径は、最大４ｍｍ、好ましくは最大２ｍｍ、特に最大１ｍｍで
ある。
【００３９】
　層状材料の好ましい量は、モルタル組成物の総重量に対して、１ｗｔ％～２５ｗｔ％、
とりわけ２ｗｔ％～１０ｗｔ％、特に４ｗｔ％～１０ｗｔ％、特に好ましくは５ｗｔ％～
１０ｗｔ％である。
【００４０】
　更に好ましい実施形態では、モルタル組成物が多孔質フィラーを更に含む。とりわけ、
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多孔質フィラーは、多孔質フィラーの総体積に対して、少なくとも２５ｖｏｌ．－％、特
に少なくとも５０ｖｏｌ．－％、とりわけ少なくとも７５ｖｏｌ．－％の多孔度を有する
。特に、多孔質フィラーは火山岩を含む。多孔質フィラーが軽石及び／又はパーライトを
含むか又はそれらのみからなることが有利である。
【００４１】
　しかしながら、多孔質フィラーは、コルク及び／又は再生材料も含んでいてもよい。と
りわけ、多孔質フィラーの粒径は、最大４ｍｍ、好ましくは最大２ｍｍ、特に最大１ｍｍ
である。
【００４２】
　多孔質フィラーの好ましい量は、モルタル組成物の総重量に対して、０．５ｗｔ％～４
０ｗｔ％、特に１ｗｔ％～２５ｗｔ％、とりわけ２ｗｔ％～６ｗｔ％である。
【００４３】
　さらに、モルタル組成物が、チキソトロープ剤、とりわけ、シリカ、シリカフューム、
セルロース及び／又は糖類を含む場合に有益となり得る。
【００４４】
　別の好ましい実施形態によれば、モルタル組成物は、リグノスルホネート、グルコネー
ト、ナフタレンスルホネート、メラミンスルホネート、ビニルコポリマー及び／又はポリ
カルボキシレートからなる群より特に選択される、可塑剤（plasticizer：流動化剤）を
含む。ポリカルボキシレートエーテルが好ましい。
【００４５】
　とりわけ、可塑剤は上述のポリマーと化学的に異なるものとする。
【００４６】
　特に好ましいモルタル組成物は、
　ａ）セメント、とりわけアルミナセメントを含む、１ｗｔ％～２０ｗｔ％、特に２ｗｔ
％～１５ｗｔ％の水硬性バインダと、
　ｂ）砂及び／又は石英から選択される、３０ｗｔ％～８０ｗｔ％、特に４０ｗｔ％～７
０ｗｔ％の凝集体と、
　ｃ）ポリアクリレート、ポリ（酢酸ビニル）、ポリ（ビニルアルコール）、エチレン－
酢酸ビニルコポリマー及びエチレン－ビニルアルコールコポリマー、又はそれらの混合物
から選択される、５ｗｔ％～７５ｗｔ％、特に１０ｗｔ％～５０ｗｔ％のポリマーと、
　ｄ）クレイ及び／又はマイカ、とりわけバーミキュライトから選択される、０．５ｗｔ
％～４０ｗｔ％、特に１ｗｔ％～２５ｗｔ％の層状材料と、
　ｅ）任意に、軽石及び／又はパーライトから選択される、０．５ｗｔ％～４０ｗｔ％、
特に１ｗｔ％～２５ｗｔ％の多孔質フィラーと、
を含むか又はそれらのみからなる。
【００４７】
　本発明の別の態様は、硬化させたモルタル組成物を含む、成形体、とりわけ平らな層に
関する。硬化させたモルタル組成物は、水で硬化させた後の上記に規定したモルタル組成
物である。別の言い方をすれば、硬化させたモルタル組成物は、水を、上記に規定したモ
ルタル組成物と混合させることによって得られうるものである。
【００４８】
　モルタル組成物に対する水の好ましい重量比は、０．１５～０．７、特に０．３～０．
５である。
【００４９】
　とりわけ、成形体は粘弾性を特徴とする。これは、成形体が、歪と対応する応力との間
に位相遅れを示す結果、エネルギーを蓄積及び散逸させる能力を同時にもたらすことを意
味する。これは例えば、応力と歪とが同相に留まる弾性体と対照的なものである。
【００５０】
　とりわけ、成形体は、とりわけ、０．５ｍｍ～１０ｍｍ、好ましくは１ｍｍ～５ｍｍの
厚みを有する、平らな層である。本件では、平らな層がとりわけ、その厚みよりも大きい
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幅及び長さを有する物体とする。
【００５１】
　ＩＳＯ３７規格に準拠する成形体の引張強度は好ましくは、少なくとも０．３Ｎ／ｍｍ
２、とりわけ少なくとも０．７Ｎ／ｍｍ２、好ましくは少なくとも１Ｎ／ｍｍ２である。
【００５２】
　ＩＳＯ３７規格に準拠する成形体の有利な破断点伸びは、少なくとも１０％、とりわけ
少なくとも２５％、好ましくは少なくとも４０％、特に少なくとも５０％である。
【００５３】
　好ましくは、機械的な測定のために、ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　７５００－１のパート１
に準拠する引張試験機を使用する。
【００５４】
　０℃及び３００ＨｚにおけるＩＳＯ６７２１規格に準拠する成形体の損失係数（loss f
actor）ｔａｎ　δが、好ましくは少なくとも０．０５、好ましくは特に少なくとも０．
１、とりわけ少なくとも０．１２、とりわけ好ましくは少なくとも０．１３である。
【００５５】
　上述の特性を有する成形体は粘弾性構造体又は音響減衰要素に特に好適である。
【００５６】
　本発明の更なる態様は、上記成形体を含む構造体、とりわけ、床、壁又は天井に関する
。好ましくは、支持要素及び／又は被覆要素を成形体に取り付ける。被覆要素は例えば抑
制層とすることができる。
【００５７】
　特に、成形体は、支持要素と被覆要素との間に配置される。この構成では、成形体が支
持要素と被覆要素との間で抑制される。
【００５８】
　とりわけ、支持要素は、とりわけ鋼及び／又はアルミニウム製の金属層である。好まし
い被覆要素は平らな層として形成される。特に、被覆要素は、セメントをベースとした層
、例えばモルタル層である。この場合、該セメントをベースとした層は、本発明の成形体
及び／又はモルタル組成物と異なるものとする。
【００５９】
　任意に、支持要素と成形体との間にプライマーを有することが可能である。これによっ
て、支持要素と成形体との間の接着性が更に増大する場合がある。
【００６０】
　本発明の別の態様は、本発明のモルタル組成物を水と混合して、支持構造体上に塗布し
、被覆層により被覆する、構造体の製造方法に関する。そのため、支持構造体及び被覆要
素は上記のように規定される。
【００６１】
　特に、モルタル組成物は１ｍｍ～５ｍｍの厚みで塗布される。
【００６２】
　好ましい実施形態によれば、支持要素は、とりわけ鋼及び／又はアルミニウム製の金属
層である。好ましい被覆要素は平らな層として形成される。特に、被覆要素は、セメント
をベースとした層、例えばモルタル層である。
【００６３】
　本発明の付加的な態様は、本明細書中に記載されるようなモルタル組成物及び成形体の
使用に関する。特に、モルタル組成物及び／又は成形体は音響減衰のために使用される。
【００６４】
　好ましい実施形態によれば、モルタル組成物及び／又は成形体は、船舶、沖合設備、車
両及び／又は建造物における、とりわけ船舶又は沖合設備における、音響減衰のために使
用される。
【００６５】
　特に好ましくは、モルタル組成物及び／又は成形体は、床、壁及び／又は天井における
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、好ましくは床における、音響減衰のために使用される。
【００６６】
　好ましくは、モルタル組成物及び／又は成形体の音響特性及び／又は音響減衰、例えば
音響温度範囲を、ポリマーによって、とりわけ、ポリマーのガラス転移温度によって制御
する。
【００６７】
　それに加え、モルタル組成物及び／又は成形体は、支持構造体上の被覆要素のための下
張り及び／又はプライマーとしても使用することができる。
【００６８】
　更に好ましくは、モルタル組成物及び／又は成形体は、支持構造体と被覆要素との間の
接着性を増大させるのに使用される。
【００６９】
　そのため、被覆要素は好ましくはモルタル層であり、及び／又は支持構造体は好ましく
は、とりわけ鋼及び／又はアルミニウム製の金属層である。
【００７０】
　本発明の更に有利な構成は、例示的な実施形態から明らかとなる。
【実施例】
【００７１】
例示的な実施形態
１．モルタル組成物
　表１は、３つの本発明のモルタル組成物Ｍ１～Ｍ３を示すものである。モルタル組成物
は、乾燥状態の成分を全て混ぜ合わせることによって調製した。モルタル組成物Ｍ１～Ｍ
３は乾燥粉末として存在する。
【００７２】
【表１】

【００７３】
２．モルタルの特性
　モルタル組成物Ｍ１～Ｍ３を水と混合させた（乾燥モルタル組成物の総重量に対する水
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【００７４】
　フローテーブルのスプレッド値は、ＥＮ１２３５０－５規格に準拠して評価した。調製
直後、２５０ｍｍ～３００ｍｍの範囲の値が得られた。故に、モルタル組成物は、プロセ
ス処理を容易にするとともに、モルタルのセルフレベリングを可能とする流動挙動を示す
。
【００７５】
　加えて、硬化させたモルタル組成物の音響特性も試験した。
【００７６】
　損失係数ｔａｎ　δは、Ｏｂｅｒｓｔバーを用いた既知の方法でＩＳＯ６７２１規格に
従って求めた。表２は、モルタル組成物Ｍ１～Ｍ３の特性の概要を示すものである。比較
のために、市販されている参照系（Ｒｅｆ．）も試験した。参照系は、二成分ポリウレタ
ンダンピング化合物であるシカフロアー（ＳｉｋａＦｌｏｏｒ）（登録商標）Ｍａｒｉｎ
ｅ　ＰＵ－Ｒｅｄ（Sika Denmarkから入手可能）とする。
【００７７】
【表２】

【００７８】
　表２から推測され得るように、モルタル組成物は全て、０．０５より大きい損失係数を
特徴とする。故に、モルタル組成物は全て粘弾性を示す。モルタル組成物Ｍ１の損失係数
は、参照系（Ｒｅｆ．）の損失係数に極めて近い。
【００７９】
３．塗布
　モルタル組成物Ｍ１は、洗浄した平らな鋼板上に２ｍｍの厚みで塗布した。２４時間の
硬化後、市販されている、セメントをベースとした抑制層（ＳｉｋａＦｌｏｏｒ（登録商
標）－Ｍａｒｉｎｅ１８、セメントと砂とを含むモルタル組成物）を塗布した。
【００８０】
　比較のために、モルタル組成物Ｍ１の代わりに２ｍｍのＳｉｋａＦｌｏｏｒ（登録商標
）Ｍａｒｉｎｅ　ＰＵ－Ｒｅｄ（ポリウレタンをベースとした層）で同様のシステムを調
製した。
【００８１】
　各層間の接着性及び音響減衰に関して、モルタルをベースとした構造体が、ポリウレタ
ンをベースとした構造体に匹敵することが見出された。
【００８２】
　故に、本発明によるモルタル組成物は、既知のポリウレタン系の代替物として実際に使
用することができる。
【００８３】
　故に、本発明の趣旨又は本質的な特質を逸脱することなく本発明を他の具体的な形態で
具現化し得ることが、当業者によって認識されるであろう。したがって、本件で開示した
実施形態はあらゆる点において、例示的なものであって限定されるものではないと考えら
れる。
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